
かみさまは、むかし、1月1日にかみさまの

ところへどれだけはやくあつまれるか、どうぶつたちにレースをさせました。

丑（うし）は自分の足がおそいことをしっていたので、早くからしゅっぱつし

て、ゴールにむかいました。 しかし、子（ねずみ）は、丑（うし）のせなかに

こっそりのっていて、かみさまのところへつく直前で丑（うし）の

せ中からとびおりて、1ばんになったそうです。

だから、十二支の1ばんは子（ね）、2ばんめは丑（うし）に

なったといわれています。
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